
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

   

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、
標
準
化
対
象
事
務
を
定
め
る
政
令
の
制
定
等
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
三
団
体
に
対
し
情
報
提
供
や
意
見
聴
取
を
行
う
と
と
も
に
、

有
識
者
か
ら
も
広
く
意
見
を
聴
く
な
ど
、
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
最
大
限
尊
重
す
る
こ
と
。 

 

二
、
地
方
公
共
団
体
の
利
用
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
地
方
公
共
団
体
が
自
ら
構
築
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
そ
の
整
備
・
管
理
の

方
針
に
つ
い
て
も
地
方
公
共
団
体
が
策
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
に
よ
る
基
本
方
針
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
方

三
団
体
に
加
え
、
そ
の
他
の
地
方
関
係
団
体
等
と
も
十
分
な
調
整
を
行
い
、
地
方
公
共
団
体
の
実
情
に
即
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

三
、
標
準
化
基
準
は
、
地
方
公
共
団
体
の
規
模
、
権
能
及
び
地
域
特
性
等
の
違
い
を
踏
ま
え
た
柔
軟
な
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ

の
策
定
・
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
全
て
の
地
方
公
共
団
体
や
関
係
事
業
者
の
意
見
を
丁
寧
に
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
標
準
化
対
象
事

務
や
情
報
シ
ス
テ
ム
を
担
う
職
員
等
の
意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
、
関
係
者
の
幅
広
い
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の

運
用
実
態
を
踏
ま
え
た
も
の
と
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
標
準
化
基
準
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
、
逐
次
公
表
す
る
こ
と
。 

 

四
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
や
関
係
事
業
者
の
創
意
工
夫
に
よ
る
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
地
方

公
共
団
体
及
び
関
係
事
業
者
か
ら
の
新
た
な
機
能
に
関
す
る
提
案
の
う
ち
有
用
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
標

準
化
基
準
に
反
映
す
る
こ
と
。 

 

五
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
及
び
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
等
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
窓
口
業
務
に
混
乱
が
生

じ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
と
十
分
な
調
整
を
行
い
、
必
要
な
人
的
・
財
政

令
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的
支
援
を
行
う
な
ど
、
万
全
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
円
滑
な
移
行
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
十
分
な

移
行
期
間
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
や
む
を
得
な
い
事
由
の
あ
る
地
方
公
共
団
体
に
つ
い
て
は
、
移
行
期
間
の
取
扱
い
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
。 

 

六
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
を
始
め
、
地
方
公
共
団
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
を
支
え
る
人

材
の
確
保
・
育
成
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
市
町
村
及
び
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
お
い
て
、
高
度
な
専
門
的

知
識
を
有
す
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
・
育
成
が
円
滑
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
人
的
・
財
政
的
支
援
を
行
う
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、

地
方
公
共
団
体
が
発
注
者
責
任
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
、
高
度
な
専
門
知
識
を
有
す
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
配
置
に
配
慮
す
る
と
と

も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
担
当
部
署
に
必
要
な
権
限
を
与
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
よ
う
促
す
な
ど
環
境
整
備
に
尽
力
す
る

こ
と
。 

 

七
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
全
額
国
費
で
措
置
す
る
と
と
も
に
、

発
注
仕
様
の
標
準
化
等
に
よ
る
予
算
執
行
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
の
維
持
・
管
理
及
び
改
修
等
に
要

す
る
経
費
に
つ
い
て
、
必
要
な
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

八
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
伴
う
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
営
経
費
等
の
減
少
額
に
つ
い
て
は
、
地
方
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
経
費
に
振
り
替
え
る
な
ど
、
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。 

 

九
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
を
契
機
と
し
て
、
上
乗
せ
給
付
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
独
自
の
施
策
が
廃
止
・
縮
小
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
機
能
等
に
つ
い
て
、
当
該
施
策
を
継
続
す
る
た
め
の
改
変
・
追
加
が
行

え
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
改
変
・
追
加
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
必
要
な
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。 

 

十
、
地
方
公
共
団
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
伴
い
、
地
方
公
共
団
体
の
保
有
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
情
報
連
携
の
機
会
の
増
加



が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
や
不
適
正
な
利
用
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
万
全
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

十
一
、
地
方
公
共
団
体
の
保
有
す
る
個
人
情
報
に
関
し
て
は
、
地
域
の
特
性
等
に
応
じ
た
独
自
の
保
護
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
改
正
後
の
個
人
情
報
保
護
法
下
で
講
じ
ら
れ
る
独
自
の
保
護
措
置
に
つ
い
て
も
、
標
準
化
基
準
等
に
お
い
て
特
段
の
配

慮
を
行
う
こ
と
。 

 

十
二
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
の
構
築
に
当
た
っ
て
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
自
然
災
害
等
に
よ
る
停
電

時
の
対
応
も
含
め
て
シ
ス
テ
ム
障
害
が
発
生
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ

の
移
行
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
の
構
築
に
向
け
た
検
討
段
階
に
お
い
て
も
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
適
時

適
切
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
。 

 

十
三
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
情
報
の
適
切
な
管
理
を

徹
底
す
る
観
点
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
ご
と
の
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
上
で
分
離
す
る
と
と
も
に
、
厳
格
な
ア
ク
セ
ス
制
限
を
行
う
な

ど
、
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
の
必
要
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

十
四
、
本
法
附
則
第
二
項
に
基
づ
く
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体
独
自
の
施
策
へ
の
影
響
等
に
も
留
意
し
つ
つ
、
地
方
公
共

団
体
の
意
見
を
踏
ま
え
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
標
準
化
対
象
事
務
、
基
本
方
針
及
び
標
準
化
基
準
の
在
り
方
等

に
つ
い
て
必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


